
 146 

１．議事日程 

   （平成１９年第４回安芸高田市議会１２月定例会第３日目） 

 

平成１９年１２月１３日 

午 前 １ ０ 時 開 会 

於 安 芸 高 田 市 議 場 

日 程 第 １  会議録署名議員の指名 

日 程 第 ２ 一般質問 

 

 

２．出席議員は次のとおりである。（２０名） 

１番    明 木 一 悦     ２番    秋 田 雅 朝 

３番    田 中 常 洋     ４番    加 藤 英 伸 

６番    川 角 一 郎     ７番    塚 本  近 

８番    赤 川 三 郎     ９番    松 村 ユ キ ミ 

１１番    藤 井 昌 之    １２番    青 原 敏 治 

１３番    金 行 哲 昭    １４番    杉 原  洋 

１５番    入 本 和 男    １６番    山 本 三 郎 

１７番    今 村 義 照    １８番    玉 川 祐 光 

１９番    岡 田 正 信    ２０番    亀 岡  等 

２１番    渡 辺 義 則    ２２番    松 浦 利 貞 

 

 

３．欠席議員は次のとおりである（なし） 

 

 

４．会議録署名議員 

   １４番    杉 原  洋    １５番    入 本 和 男 
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５．地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名（２１名） 

市     長    児 玉 更太郎     副 市 長    増 元 正 信 

副 市 長    藤 川 幸 典     総務企画部長    新 川 文 雄 

政策推進部長    田 丸 孝 二     市民生活部長   平 下 和 夫 福祉対策推進部長兼福祉事務所長    廣 政 克 行     地域経済推進部長    清 水  盤     

産業建設部長兼

公営企業部長
    金 岡 英 雄     教 育 長    佐 藤  勝   

教 育 次 長    益 田 博 志     消 防 長    竹 川 信 明    

八千代支所長    槇 原 秀 克     美土里支所長    清 水  勝    

高 宮 支 所 長    近 藤 一 郎     甲 田 支 所 長    垣 野 内  壮 

向 原 支 所 長    田 口 茂 利   総 務 課 長  高 杉 和 義    

行政経営課長    森 川  薫     会 計 管 理 者    立 田 昭 男 教育参事兼安芸高田少年自然の家所長   永 井 初 男 

 

 

６．職務のため議場に出席した事務局の職氏名（３名） 

事 務 局 長  増 本 義 宣    議事調査係長  児 玉 竹 丸 
書 記    倉 田 英 治 
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～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前 １０時００分 開会 

◯松 浦 議 長   それでは、おはようございます。 

時間が参りましたので、ただいまの出席議員は２０名であります。 

定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配布したとおりであります。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第１  会議録署名議員の指名 

◯松 浦 議 長   続いて日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第７９条の規定により議長において、

１４番 杉原洋君、１５番 入本和男君を指名をいたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第２  一般質問 

◯松 浦 議 長   日程第２、一般質問を行います。 

それでは質問の通告がありますので、順次発言を許します。 

１３番 金行哲昭君。 

○金 行 議 員   はい。 

１３番、政友会、金行哲昭でございます。おはようございます。 

私は通告どおり大枠２点、質問させていただきます。要点のみの質

問にさせていただきます。 

まず私の通告どおりの２点の質問ですが、２０年度の予算について

と、統計調査について質問させていただきます。 

まず初めに２０年度の予算ですが、予算編成に当たりまして、今現

在各部課からいろいろな要求が出て調整といいますか、査定をしてお

られると思います。今は昨今の財政が非常に難しい中、市長は予算編

成に当たって非常に苦心もしていなければいけないし、されておると

思います。その予算編成に当たっての基本方針です。いろいろ我が市

の財政の事情あるいは地域諸問題を十分勘案し、教育施設の問題、土

木施設のいろいろな問題、また緊急の仕事の選択等々で非常に厳しく

なっていると思います。 

財政が厳しい中、どの費目の節減を図るべきかということもあって、

予算の重要性を認識して市長も基本方針を示して、職員に指示されて

おると思いますが、どのような基本方針を出されてどのように指示を

されたのか、まず１点お聞きします。 

次に２点目ですが、統計調査の結果の公表と秘密保持についてです。

統計調査には、商業統計、工業統計また一般的に国勢調査等々があり

ます。これは国や県の統計種目の関数調査はほとんど町村の手で実施

しております。私はせっかく苦労して統計調査をやっているにしては、

その結果は全部国や県に吸い取られ、調査結果は地域に余り還元され

ていないのではないかと思う次第です。 

何カ月後にはその結果は戻りますが、統計調査をした同時ぐらいに
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商業施設、工業施設また地域住民に統計調査結果をもう少しわかりや

すく、地域の発展、商業の発展、工業の発展につなげてはどうなのか。

それは法的にだめなのか。そういうところを少し担当課か市長にお尋

ねして、今後の安芸高田市の発展のためにもう少しでも、活用すれば

いいと思うわけです。 

その２点の大枠をお聞きします。再質問ですが、また答弁によって

はここでさせていただきます。 

○松 浦 議 長   ただいまの質問に対し答弁を求めます。 

市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   ただいまの金行議員のご質問にお答えをいたします。 

          最初に、平成２０年度予算の基本方針についてのお尋ねですが、地

方自治体の財政危機、財政破たん問題がマスコミ等でも大きくクロー

ズアップされており、市民の財政問題に対する関心は従前に増して高

まっています。予算編成は、どのような予算措置をしたかということ

に終始するのではなく、どのような事務事業の見直しを行い、創意工

夫をこらしたか、財源確保の手段をどこに求めたかを明確にし、それ

に伴う説明責任を十分に果たしていかなければ、真の市民の納得は得

られないと考えています。 

 また、将来を担う安芸高田市の子どもたちに健全な財政を引き継ぎ、

協働のまちづくりにより、誰もが心豊かで幸せに暮らせるまち、キャ

ッチフレーズにあります、人輝く・安芸高田を実現するためには、抜

本的な行財政改革の健全化は避けて通ることのできない課題のひとつ

と考えております。 

 したがって、こうした非常に厳しい財政状況のもと、持続可能な行

財政運営を行うためには、すべての事務事業について、その意義や費

用対効果を厳しく点検・評価し、事業手法・執行方法の抜本的見直し

をさらに進めていくことが不可欠であると考えております。 

          また、今月の１１日から１４日までの４日間、全職員を対象に財政

健全化計画と実施計画について研修することとしており、全職員が共

通に認識を持って行政執行をしていくように職員教育にも力を入れて

いるところです。 

次に、ご指摘の職員に対する指示についてですが、本年１０月に合

併以降、初めての大規模な行政組織機構の改革を行いました。これを

踏まえて、平成２０年度の予算編成にあたっては、各部が抱える重点

事業については、私みずからがヒヤリングを行い、予算編成について

指示を行うとともに、職員一人ひとりが、市民の観点に立った、みず

から考え行動する行政のプロとして職務を遂行していくこと、さらに、

行財政の健全化を念頭に市総合計画の着実な推進を基本に置きまして、

新たな環境の変化や社会的な要請を考慮し、最小の経費で最大の効果

が挙げられるよう予算編成を行うよう現在指示をしておるところです。 

 次に、統計調査の公表と秘密保持のお尋ねです。統計調査の役割と
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その活用方法についてですが、現在、実施しております統計調査は、

総務省の所管の国勢調査、農林水産省の所管の農林業センサスなど、

総務大臣が指示する指定統計調査がすべてです。これらは国からの委

託金によって実施するもので、基本的には市の単独事業分はありませ

ん。また、その役割は調査対象の状況、基礎数値を得ることにより、

国の基本政策決定のための資料を作成することにあるわけです。 

          次に、指定統計調査の活用方法についてです。例えば国勢調査の結

果は地方交付税交付金の算出基礎に用いられるほか、多くの法令でい

ろいろな用途に用いることが定められており、市においても長期総合

計画を初め、各種計画策定に人口関係の基礎資料として活用していま

す。 

 国勢調査以外の指定調査につきましても、各種の国の施策や、市の

計画等に利用し、また活用させております。 

          次に情報公開のあり方と秘密保持についてのお尋ねですが、指定統

計調査の結果公表につきましては、それぞれの統計ごとの規則に基づ

き、定められた時期に定められた様式で公表されております。例えば

国勢調査の例で申し上げますと、前回は平成１７年１０月に実施され

ましたが、１２月には速報値が公表され、翌年６月から順次確定値が

公表されてまいりました。また、これらの公表数値につきましては、

国、県のホームページ等でも公開をされているところです。 

 次に、秘密保持については、統計に関する基本法である統計法にお

いて、調査対象の秘密保持、調査票の統計以外の目的外使用の禁止等

が規定されおり、調査に携わる調査員に対しても、秘密厳守をまず第

一に徹底をしております。 

          また結果の公表の際も、調査対象が特定できるような場合は、その

数値を秘匿され秘密を守るように配慮がされております。 

          以上、よろしくご理解を賜りたいと思います。 

○松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          再質問ありますか。 

          １３番 金行哲昭君。 

○金 行 議 員   今市長から答弁いただきましたが、この２０年度の予算を組むとき

に、本年度は我々議員のことがありまして、早く１８年の決算をやっ

ていただいて、それをベースに予算も財政が厳しい折から組み立てて

おられ、それは十分活用されたと思いますが、１９年度の今までの財

政の状況がどうなっているか、順調であるか、全然把握していないの

か、今までのでいいですよ。１１月ぐらいまでのを把握されていたら

１点お聞かせください。 

          それが１点と、それと統計調査ですが、これは当然あとからは国や

県の方に返して、あとで調査資料は国や県が出したものは、利用でき

るでしょうが、あれはどうなのですか、先の調査を参考にして、市が

統計調査を参考にして、秘密保持、個人情報の保護もありますが、例
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えば吉田町には何坪の商業施設が何軒ありますとか、甲田町には何軒、

高宮町には何軒という、独自な担当課で、商用の何人の工場があると

いうのは、法的に独自でつくられるのかつくられないのか、この２点

お聞きします。 

○松 浦 議 長   ただいまの再質問に対し答弁を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   詳しくはまた担当部長の方から答弁をさせていただきたいと思いま

すが、要するに一番大きな課題は財政健全化ということです。今まで

どおりの計画で行っていたら財政は破綻するということが見えてまい

りますので、議員さんにもお示しをしておりますように、平成２０年

度から１０年間の財政健全化計画を見直して、今予算にも反映してお

るということです。 

          今朝ニュースでも言っておりましたが、また地方交付税が減るとい

うことです。地方を粗末にしたから参議院選挙で負けたので、そうい

う反省のもとに地方を大事にしないといけないと言いながら、地方の

財源の一番である地方交付税をまた減す案を財務省が出したと。今度

は総務省と財務省のけんかになるわけですが、我々としては、今回は

かなり地方へ手厚い政策が来るのではないかという期待をしていまし

たが、どうもそういうことにもならないのではないかという心配をし

ております。 

財政健全化のいろいろな数値があるわけですが、今一番通っている

数字が実質公債比率というのがあります。実質公債比率が１８をオー

バーしたら少し注意信号だと。 

安芸高田では１８年度決算で１７．９というぎりぎりのところまで

いっております。この近くの県北はほとんど２０を出ており、その県

北の状況からみると、まだ安芸高田はいいところにあるわけですが、

やはり２０、２１になって、広島市でも２１なので、広島は財政が非

常に厳しい状況は前からあるわけですが、そのようにならないように。 

財政破綻した夕張が、この１８を超えてはいけないというのが、３

８．１までいったわけです。結局日本で初めて財政破綻した自治体と

いうことで問題を投げかけておるわけですが、そういう全国の自治体

から、すべてそういう非常に厳しい状況にありますので、夕張のとお

りにならないように、今のうちから財政健全化をやっていくというこ

とで、基本的にはそういう方向で今考えています。 

○松 浦 議 長   引き続き答弁を求めます。 

          総務企画部長 新川文雄君。 

○新川総務企画部長   統計調査の利用という状況ですが、現在統計法に基づきます国から

委託を受けて実施する事業は、５５の指定統計調査があります。その

中で１９年度で、７件の指定統計調査を実施しております。先ほど来

市長からもご説明をいただいておりますように、このことにつきまし

ては国の委託事業ということで、国費で全額実施をさせていただく。
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そういう状況で調査につきましては、指定統計調査員ということで定

めさせていただいて、本来であれば国が任命をいたしますが、県の方

の任命書に基づいて、職名は非常勤特別職ということで定められた法

の中で、実施をさせていただくというのが通常の状況になっておりま

す。ただ議員さんご指摘の市で即公表できるかということですが、や

はり法の中でありますので、県の定められた調査の項目チェックの方

法、これは全部県の方が実施しますので、我々の段階ではそうした作

業形態をうまく進行するという役割に行政はおるというように考えて

おります。通常のそうした商工の商店数等については、各関係部が情

報をつかんでおりますし、先ほどありましたように公表につきまして

も、法の中で定められた日数に基づいて実施されますので、市独自で

公表するということはできないということで、ご理解をいただきたい

と思っております。 

          以上です。 

○松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          再々質問ありますか。 

○金 行 議 員   はい。 

○松 浦 議 長   １３番 金行哲昭君。 

○金 行 議 員   財政が厳しい厳しいと言っていても、厳しい中でも知恵を出して２

０年度の予算を優秀な職員がおりますので、やっていかなければいけ

ないと思いますが、それはさておいて。 

          統計調査ですが、それは一応国に返し、またこっちに返って来ます

よね。その結果をもっと熟知して、返って来てそのままではなく、熟

知して、我が市に必要なものを見つめながら利用する。また商業の発

展、工業の発展にする必要があると考えますが、最後その点はどう考

えておられるのかお聞きします。 

○松 浦 議 長   以上の再々質問に答弁を求めます。 

          総務企画部長 新川文雄君。 

○新川総務企画部長   そうした指定統計調査が完了し、当然国におきましても国の施策を

樹立する形の中で、数値を持って樹立をしておるという状況です。本

市の場合におきましても総合計画の、例えば人口推計のあり方とか、

あらゆる分野の施策体系というのは、やはりこうした統計数値に基づ

いて樹立するというのが、基本のスタンスになっていると考えており

ます。そうした数値はできるだけ行政内部もしかるべき利用は基本的

にはさせていただきますけども、広報等につきましても、そうしたこ

とについては公表をさせていただいて、市民の皆さんにそうした状況

の公表は市広報においてさせていただいたらと考えております。 

          以上です。 

○松 浦 議 長   以上で金行哲昭君の質問を終わります。 

          続きまして通告がありますので、発言を許します。 

          １８番 玉川祐光君。 
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○玉 川 議 員   １８番、新政会所属の玉川です。 

          通告に基づき質問をさせていただきます。私の通告しております内

容は輸入も輸出も移動もできない農地の維持管理について、行政の方

でどう考えられるかということについてお尋ねをしてまいりたいと思

います。 

          現状の農業は方向の定まらない国、県の政策で振り回されたまま推

移しております。しかし、ご存知のように巨額の資金を投入して、ま

た投入されつつ、ほ場整備、その他が進行しておりますが、残念なこ

とに、既にそういう投資をされた農地が、荒廃地として散見されるよ

うな状況はご承知のとおりです。 

 しかし、昨今の状況では、農業生産法人や集落営農組織等々の民間

の力だけでは維持管理は経営的に困難になりつつあり、既に申し上げ

るまでもありませんが、次年度の生産に関しては、資材その他が燃料

を初め、高騰してくることも間違いないと思います。米価はご存知の

とおり、昨日も一般質問にも出ましたが、今年は非常に低迷した価格

で推移をすると、こういう中でこれを何とか民間の活力で維持しよう

ということは、とても難しくなっております。将来の食糧事情その他

を考えますと、このままでは到底いけないのではないかと考えており

ますが、民間の力でできない部分について行政はどのような施策をお

考えになっているか。特に次の視点からの考え方をお聞かせ願いたい

と思います。 

 １番としまして、皆さんの血税を投入されて維持管理をしていかな

ければいけないわけですが、その中でこの農地保全のことに関して優

先順位はどういうふうにお考えになっているか、具体的にどういう方

法を持ってこれを維持管理していこうと考えておられるか。 

 第２に維持管理するためには、農業従事者の確保が絶対に必要です。

その農業従事者の確保とその育成については、どのようなことをお考

えになっているか。この２点について、お尋ねをするものです。 

 よろしくお願いします。 

○松 浦 議 長   ただいまの質問に対し答弁を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   ただいまの玉川議員のご質問で、農地の維持管理についてのお尋ね

ですが、ご承知のとおり、国の農業政策は、めまぐるしく変わってお

ります。毎日のようにいろいろな情報が報道され、先行き不透明な状

況はご指摘のとおりです。 

 農業農村の経営は、国の大きな施策に左右されるもので、今後とも

国の動向を注視してまいりたいと考えております。 

 こうした状況でのこれからの本市の農業振興は、これまで申し上げ

てまいりましたが、まずは、将来にわたって維持可能な営農システム

の構築です。これまで進めてきました担い手の育成、集落営農の推進

を柱として引き続き取り組んでまいります。具体的には、一昨年から
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広島北部農協と連携して実施しております集落営農推進事業、担い手

であります認定農業者の育成、農業法人組織などの経営支援、こだわ

り米など付加価値のある農産物の生産拡大などを進めてまいります。 

          農業従事者の確保と育成につきましては、さきに述べましたように、

将来にわたって持続可能な営農システムの構築には、市内で育成され

る担い手農家、法人、地域営農集団などの多様な担い手が主体と考え

ております。しかし、将来、市内の担い手だけで、市内全域の農地の

経営は厳しい状況と考えております。そのため、市内外の農外企業の

支援も視野に入れた営農計画の検討も必要と考えておるところです。 

○松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          再質問ありますか。 

          １８番 玉川祐光君。 

○玉 川 議 員   ただいま答弁をいただきましたが、さらに具体的に説明を求めたい

と思います。 

          先ほどから言いますように土地を一たん荒らしますと、それをさら

にもとどおりにするためには、ものすごいエネルギー、数倍のエネル

ギーを要するので、何とか維持管理をするためには、ここで農業の方

向が安定するまでの間は、行政の力を持ってやはりやって行くべきだ

と思います。 

クラークの産業分類に基づいてものを申しますと、この基本になる

第１次の分類、第１次産業が何をするにも基本の産業でありまして、

この産業が安定することによって、第２次産業の第２分類が活動でき

るわけです。その第２分類の産業が活性化することによる利潤によっ

て、第３分類の産業が成り立ってくるわけです。 

しかし合併後の１７年度、１８年度の決算書の中身を分析してみま

すと、残念ながら第１分類、第２分類の部分に投入されている補助金、

交付金が非常に中身は薄いものです。第３分類に属する部分の比重が

非常に高くて、物の道理の全く逆の方向に予算が、財政が困難、困難

と言いながらも決算がなされてくるような実態であることは、それぞ

れ専門の職員の方々の分析で、十分おわかりになっておろうかと思い

ます。したがってこれから一番大切なこの第１分類の産業を安定させ

るための、先ほどは税の投入優先順位という言葉で質問をしましたが、

具体的に荒廃する、これは現在、イノシシやシカなどそういうものが

出るために、耕作したくても手が出せないというふうな部分も含めて、

荒れないように維持管理をしておいて、先ほどの答弁の中にもありま

したが、国その他の政策がいろいろ前向きなものが出てきたときに、

受けて立てる基盤は、絶対にここで崩れないように市独自で維持管理

をしておかなければならないと思います。 

この点にもう一度、市長の考え方で具体的にそういう土地をつくら

ないために、どういう具体的なお考えをお持ちか、お聞きをさせてい

ただきたいと思います。 
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農林業センサスの統計資料で見ましても、かなり経営的農地の減少

というものは、なされてきておりますが、これ以上減少させることに

はいかないのではないかと思います。 

それから農業従事者の件ですが、先ほど言葉の中にありましたが、

市内居住の人だけの力では云々ということもありましたが、今までは

年金制度の支給が６０歳以上に支給されるということで、第２の人生

として、農業に取り組もうかという方々が私の周辺にもたくさんおら

れました。しかし、年金の支給年齢が引き上げられるとともに、農業

の方に専従する前に生活を維持するためには、やはり給与所得という

ものでつないでいかなければ、年金をもらうまでは頑張らないといけ

ないというような形で、農業に第２の人生をかけようという方がだん

だん少なくなってきているのも事実です。 

したがって、こういう観点から私はやはり市内の方々の８０％は給

与所得の方々のようで、兼業でやっておられますが、これだけに頼る

わけにはいかないことも先ほどの答弁の中にもありましたが、私は飛

躍するようですが、ここで海外の方々の力を借りて労働力の充実を図

っていく。これも大切なことではないかと思います。 

いろいろ情報を収集してみますと、日本の難しい入国管理制度もい

ろいろとご存知のように、指紋と写真を撮って入国者に対して、国内

で十分その方の持てる力を発揮してもらおうというような方向で、入

国管理制度も変わりつつあるようです。 

したがって、安芸高田市の中で、家族ぐるみの転入者も受け入れら

れるように、能動的に日本語学級を併設する小学校、その他も構築し

ていきまして、言葉は適切かどうかはわかりませんが、国際村的な部

分を構築して、そこでお互いにそういう目的を持って入国した人たち

が、お互いに情報交換をしながら生活をし、また労働力も提供してい

ただくというような組織づくりをすることが、ひとつの大きな安芸高

田市の特色づくりではないかというふうなことも考えております。 

古い話になりますが、１９４５年に日本が終戦を迎えたときに、海

外に６００万人の人が行って、いろいろ活躍をしておられました。こ

の方々が帰られて、食糧その他の問題は無機化学の力で、何とかしの

いで皆さんが国内に定住できる形のものができ上がって来たわけです。

しかし今はその逆になりまして、海外にいろいろと食糧を依存し、そ

してこだわり米とか、そういう言葉もありましたが、確かにそういう

ふうな特色あるものをつくっていくことも大切ですが、基本的には人

口が減少する中において、そういう方々の力を得ながら現在の地力を

維持していくことが、私は大切ではないかと考えております。少し飛

躍するような提言ではありますが、そういう考え方に対して、どうい

うふうにお考えいただくか、この点もお考えを聞かせていただきたい

と思います。 

○松 浦 議 長   ただいまの再質問に対し答弁を求めます。 
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          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   ただいまのご質問、農業の基本にかかわるいろいろなご提案、また

はご意見を賜っておりますが、今後農業がどうなっていくかという見

通しというのはなかなか立たないわけです。 

米の問題についても、もう３０数年転作の制度というのは続くと思

いますが、結局は広島県あたりは、県単位では割り当ては全部クリア

しておるわけですが、関東の方に行きますと昨日も申し上げましたよ

うに、もう県単位でこの割り当てを守らないのがいるので、結局正直

者がばかを見て、米の生産過剰が起こって米価が下がるという状況で、

米の問題については、この守らないところをどういうふうにペナルテ

ィをかけていくかということは、今年度の大きな、来年の秋に向けて

の課題であるわけで、この最近の動きを見てみますと、いわゆるバイ

オ燃料で、一番の農業生産国でありましたアメリカそれからブラジル、

オーストラリアでえさをつくっていたトウモロコシが、全部石油の原

料になっていくということで、えさがものすごく高騰してきていると。

結局最終的には食糧が足りなくなるということも、もう今その有識者

からは真剣に考える。それに中国がどんどん所得が上がってくるので、

贅沢になったと。 

私の記憶では肉１キロをつくるのに、小麦が８キロ要るというよう

な、結局所得が高くなれば肉を食べだす。それだけに穀物がたくさん

要ると。余計食糧が足りなくなると。こういう問題がありますので、

この問題はもう私は将来ではなしに、近いうちに食糧の問題は起こっ

てくる。そのために今ご指摘のように、農地だけは荒らさずに持って

おく必要があるということは一番大事なことでありまして、なかなか

その現在、安芸高田市には認定農業者といわれる大規模な農家が６７

人、それから農業生産法人が１５団体あるわけでございます。また地

域営農集団は３６団体ありますが、これだけに任せておけないように

なったと。 

例えば向原町あたりでもご存知のように、大きな農家が病気をされ

て、来年からはつくられないといったときに、それでは誰がつくるか

ということで、かなり問題があったようです。そういう対応も必要で

すし、特に今預けた農家が溝さらいも草刈も全部預けた方へ任せてお

くので、何十町といって預かった人は困るのです。溝さらいと草刈だ

けにくわれてしまうという問題があるので、預けた人も溝さらいやあ

ぜの草刈だけはやってもらうという、この問題はご指摘のように向原

町で預けた人が、何もしないようになったというのが一番顕著に今出

ているようですが、よそでは預かってもらったのだから、あぜの草刈

と溝さらいだけは、預けた人がやるというのが大分ありますが、だん

だんその辺、ならないようになるという問題があります。 

したがって今後外国人を入れるとかいろいろ課題はありますが、企

業は外国人が随分入っておりますが、農業に外国人を入れるというの
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は全国的には例は大分あるようです。ついこの間も大きな養豚場が山

の中へ土地があれば入りたいという話がありましたが、「それでは雇用

はどのようになっているのかと、人を雇うのだろう。」と言ったら、「い

いえ、これは全部外国人です。」というようなことで、それでは企業誘

致の価値はないということで、お断りした例もあるわけです。外国人

を入れるというアイデアはひとつのアイデアとして、今後十分検討を

していきたいと思います。 

そのような中で、私は行政の責任をどうするかという問題もありま

すが、今ＮＰＯが市内でも立ち上がっております。そういうＮＰＯが

年中、あぜの草を刈ったり溝さらいをしたり、それから荒廃地をすい

て歩くとか、これは安芸高田市でやれば年中仕事が恐らくあると思い

ます。そういうＮＰＯを使いながら、足らないところは何ぼかトラク

ターを買う費用ぐらいのことは、市費で援助をしてあげるから、年中

荒れたところを耕作して歩けと。もちろん土地を持っている人も何ぼ

か耕作料は払ってもらう。 

これを有効に利用して野菜を植えなさいとか何とかいうことになる

と、つくらないようになりますので、とにかく年中、一回耕作をして

歩けば土地は荒れずに済むという問題があるので、そこらを行政とし

て考える時期に来たのかなというような、今気もしておりますので、

先般も地域経済推進部長とこういう方法はどうだろうかという話もし

たところで、今後の政策の中で何とか有効な手を考えていけばと思い

ます。 

○松 浦 議 長   以上で再質問の答弁を終わります。 

          再質問ありますか。 

          １８番 玉川祐光君、発言を許します。 

○玉 川 議 員   具体的な話も出てきまして、少し光明が見えてきたのではないかと

思いますが、ＮＰＯ法人という言葉も出ましたが、既に安芸高田市の

中には財団法人で、そういう位置づけがされたものがあるわけです。

こういうものの内容を定款というよりもあれは寄付行為というのです

か。財団法人の場合はそうですが、その中身を精査し、また、その給

与体系その他も、いろいろと今までには問題があったと思いますが、

こういうものも年間の労働力に対して、年俸制度を取り入れると、日

の長い夏は１２時間、１３時間の労働をし、冬場の作業の困難なとき

には、２時間３時間の作業で、トータルで年間、職員の方が１，９２

０時間ぐらいになっていますかね。２，０００時間弱の労働に従事し

て、今市長のお答えになったようなことをぜひやっていただいて、物

をつくるのではなくて、つくれる状態で維持をするということをぜひ

お願いをしたいと思います。 

          それから先ほど米価の問題のことで、関東方面の減反調整といいま

すか、生産調整に応じなかったという言葉が昨日もありましたので、

ちょっと調べてみましたら、４７都道府県のうちの３３がオーバーし
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ているようです。広島県は優等生のような言い方をされますけども、

数字のマジックでこれは優等生にならざるを得ない内容で、超える力

がなかったという状態ではないかと思います。この点、安芸高田市の

マクロの話ではなくて、ミクロの時点でこれは部長さんはどういうふ

うに内容を分析しておられるか、安芸高田市で生産調整の実行をする

ために、皆さんが本当にやりたくてやりたくていけないのに、皆さん

がその指導に従ったからこういう結果が出たのか。そうではなくて、

結局数字は未達成の農業内容になってきているのか。この辺のところ

をどういうふうに分析されているか、ちょっと余談になりますが、お

聞かせをいただきたいと思います。ぜひ先ほど市長の答弁にもありま

した、年間を通じて農耕地、これは自然破壊から始まった農地ではあ

りますが、このままで自然に戻すという形はとれません。したがって、

食糧危機はもう目前に来ているという言葉もありましたが、ぜひいつ

でもつくれると、特に国の施策、その他が定まってくれば、いつでも

受けて立てるような状態を維持するためには、ぜひ市の直接の財源の

中で、これが維持管理できるようにしていくようにお願いをして、私

の質問といたします。 

先ほどちょっと部長に質問した件は、答弁ができればお願いをした

いと思います。 

          以上です。 

○松 浦 議 長   ただいまの再々質問に答弁を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   先ほど私が申し上げました、年中荒れた耕地をトラクターを提げて、

耕作して歩く部隊というのは、これは役人がやったり月給取がやった

ら絶対に失敗をすると思います。したがってＮＰＯのようなものをう

まく使わないと、役人にやらせたら座っておいて、言って来たところ

へ行ってやろうということでは、これは月給ばかり払って採算が合い

ません。効果が出ません。ＮＰＯのようなものにやらせれば、自分た

ちでどこか荒れたところはないか、仕事はないかといって探して歩く

ような人でないと、この制度というのは成功しないと思いますので、

そこらは、もし具体化になるかならないかというのは今からで未定で

すが、なったときにはそこらも考えていかなければいけないと思いま

す。 

○松 浦 議 長   引き続き答弁を求めます。 

          地域経済推進部長 清水盤君。 

○清水地域経済推進部長   生産調整のお尋ねですが、ご質問にありましたように、昨年の状況

はそういった状況になっております。国の方もそういった制度として

運用がされていない状況を考えまして、来年産の配分につきましては、

ある程度のペナルティも加味しながら配分をしていくというような方

針で、既に県への配分は済んでおります。広島県も先ほど質問にあり

ましたように、数字とすれば達成県という範囲に入っております。た
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だご存知のように広島県は消費県で、そういったいろいろな条件の中

で、もちろん農家の皆さんも行政あるいはＪＡの指導をさせていただ

いた中で、協力をしていただいた結果だというふうにも受け取ってお

ります。 

そういった状況の中で、実際に３３県のうち来年産についての実質

的なペナルティは、５００トン未満のところは除外をされておりまし

て、それ以上の過剰米の生産についての県が、２７県にペナルティを

実質かけられているというような状況です。ただ、広島県が達成した

ので、昨年に比べて今年が増加しているかということになりますと、

イクオールではなく、逆に昨年比１，６５０トンの減というような状

況の配分です。これはまた各市町に県が配分をするという状況です。

配分の方法につきましては、県の独自の方法によりまして配分がされ

ておりまして、広島県の大きな方針としましては、販売先加工米の優

先配分というような方向で配分がされております。 

一昨年と今年を比べますと、安芸高田市におきましては、実質増と

いうような形になっております。それは先ほど申し上げました販売先

加工米の拡大に、ＪＡさんを中心に今、取り組んでいただいておると

いうところが、ひとつの要因ではないかと思います。 

今月末には、各市町に県の方から配分が下りてくるのではないかと

思っておりますが、まだその状況につきましては、私どもの方で状況

をつかんでいないという状況です。 

以上です。 

○松 浦 議 長   以上で再々質問の答弁を終わります。 

          これをもって玉川祐光君の質問を終わります。 

          この際、１１時１５分まで休憩いたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前 １０時５６分 休憩 

午前 １１時１５分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○松 浦 議 長   それでは休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

          続いて通告がありますので、発言を許します。 

          ２番 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員   議長。 

          ２番、政友会の秋田雅朝です。私は地域の宝であり、将来を担う子

どもたちの健全育成には、学校家庭地域の連携による教育は大切とい

う認識をもとに、あらゆる視点から見守っていかなくてはならないと

いう点を踏まえ、通告いたしております教育施策について、２点の視

点からお伺いします。 

          まず平成１９年度全国一斉学力・学習状況調査の結果における本市

の状況についてです。 

昨日、今村議員さんもこのことについて質問をなされ、教育長もテ
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ストの内容あるいは結果、課題等、答弁をなされました。重複すると

ころはあるかもしれませんが、通告どおり質問をさせていただきます。 

 全国学力テストの結果が１０月に公表されました。この学力状況調

査は、児童生徒約２３０万人を対象に７０億余円を費やして、進めら

れた調査で、規模の大きさ、全国一斉ということは昭和３６年に次ぐ、

戦後２度目という注目を集めた調査というのは周知のとおりです。調

査結果については、学校間の序列化や過度な競争につながらないよう、

十分な配慮を必要とし、調査の目的は教育委員会、各学校において調

査結果を活用して、みずからの教育及び教育施策の成果や課題を把

握・検証し、その改善を図り、児童生徒１人ひとりの学習意欲の向上

につなげ、継続的な検証改善サイクルを確立することが重要とされて

います。 

本市においては、結果を広報あきたかたで学力の定着、基本的生活

習慣、地域で育つものとして数値等が詳しく発表され、調査結果を今

後の教育施策、各学校での指導の充実・改善に生かしていくことが表

記されていますが、調査の目的という観点から次の点についてお伺い

します。 

 まず学力について、小学校・中学校ともに基礎基本となる知識技能

は、定着しているといえるが、学んだ知識技能など実生活の中で活用

する力に問題があるとされています。学力調査・意識調査について、

課題は十分検証できたのでしょうか。 

 ２点目として、結果についてその改善を図り、児童生徒 1 人ひとり

の学習改善や学習意欲の向上につなげることとしていますが、今後ど

のように活用がなされるのでしょうか。 

 ３点目として、児童生徒質問紙調査について、本市は朝御飯を食べ

る、早寝早起きといった基本的生活習慣の定着では、おおむね良好と

されていますが、テレビ等の視聴時間が長くなっており、読書時間や

家庭学習時間の少なさにつながっており、学校・家庭の連携した取り

組みが必要とされていますが、どのように推進をなされるのでしょう

か。 

 ４点目といたしまして、本市の子どもたちは社会体験、自然体験が

比較的豊かで地域の行事に参加する、近所の人へあいさつするなど、

地域とのかかわりに対して肯定的であるという回答ですが、このこと

は総合的な学習の時間の結果と考えられるのでしょうか。 

 ５点目として、夢と志を持った活力ある子どもを育てていくための

家庭、地域、学校の役割について、今後のご見解をお伺いするもので

あります。 

          それから２点目といたしまして、学習指導要領改定についての教育

長さんのご見解をお伺いします。 

          現在、中央教育審議会で改訂作業が進められている学習指導要領で

は、小・中学校で主要教科の授業時数を増やし、総合的な学習の時間



 161 

の大幅削減を盛り込んだ審議のまとめが大筋で了承され、改定学習要

領の全体像が示されたことの報道がありました。 

          しかし理念が先行し、教育現場に重い負担と混乱を招く恐れがあり、

事務作業が増え教員の多忙が限界に達しつつある現状では、新指導要

領を受け入れる余裕が教育現場にあるとは考えにくいとの批判もある

中で、早ければ２０１１年度から実施予定であることも踏まえご見解

を伺いします。 

          以上、大枠２点についてお伺いします。 

○松 浦 議 長   ただいまの質問に対し答弁を求めます。 

          教育長 佐藤勝君。 

○佐 藤 教 育 長   それでは先ほど質問がありました、全国学力学習状況調査に関する

質問並びに学習指導要領の実施に関する質問について、大枠お答えを

していきたいと思います。 

秋田議員のご指摘のとおり、児童生徒の学力や学習の状況を把握す

るとともに、各学校が自分の学校の課題を明確にして、指導方法の改

善・充実を図る目的で、この調査が行われました。 

          先ほどの質問にもありましたが、１２月号に結果については公表し

ておりますが、非常によく読んでいただいておりますので、私がここ

で申し上げるのと重複するかもしれませんが、お許しいただきたいと

思います。 

ご質問の１点目の課題の検証ですが、全体的な事柄については、広

報あきたかたで述べていますが、教科学力については、安芸高田市は

基礎的基本的な、主として知識に関する問題はおおむね満足できる状

況にあると言えます。しかしながら安芸高田市では、国語では、文章

の内容を読み取る力に課題がありました。算数・数学については、小

学校の算数は、おおむね全国平均以上ですが、中学校の数学は、基礎

的学習と数学的な考え方を関連させた学習の徹底をより一層図ってい

く必要があると受け止めているところです。 

 ご質問の２点目の結果の活用ですが、各学校においては、個々の子

どもの学力や学年の成績の分布等から教務主任を中心に課題分析を行

い、学校総体として指導方法の工夫と改善に生かしていきたいと考え

ています。 

          教育委員会としても、教科の基礎的な知識、技能の定着に比較して

学んだ知識・技能を実生活に活用する方に課題があったことから、校

内における研修だけでなく、参考となる授業についてお互いに学び合

える研修会を企画し、指導者の質の向上に一層努力したいと考えてい

ます。 

 ３点目の学校と家庭の連携についてですが、今回の全国学力調査や

広島県独自で行っています基礎・基本定着状況調査の結果について、

各学校は情報を公開し、学校と家庭が協力して子育てをするよい機会

にするように学校指導をしているところです。 
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 安芸高田市においては、テレビの視聴時間が長く、家庭での学習時

間が短いという課題があります。これらの課題を中心に、家庭の協力

を必要とする事柄について、学校便り等での全体的な公表だけでなく、

児童生徒の個々の状況について、それぞれの保護者に返しながら啓発

をしていきたいと考えています。 

 つけ加えますと、テレビの視聴時間等については、短い家庭もあり

ますし、非常に長い家庭もありますので、個々の子どもの状況に応じ

て返していくということは、そういうことであります。 

          また、学校公開やＰＴＡ研修等の場で、学力調査で明らかになった

課題を提示して、家庭の協力の必要性を訴えていきます。 

 ご質問の４点目ですが、本市の子どもたちの社会体験、自然体験が

全国と比較して豊かであるのは、地域に開かれた信頼される学校を目

指して、学校が総合的な学習の時間も活用しながら地域体験学習等の

郷土理解学習を意図的に進めていることと、加えて保護者や地域の皆

さんがそれを支え、協力してくださった成果であります。同時に、地

域振興会等の行事に無理なく子どもの参加の道を広げていただいた成

果でもあると受け止めています。 

 ５点目の質問であります家庭、地域、学校の役割への見解へのお答

えにもなろうかと思いますが、人間としての基礎を培う義務教育段階

においては、学校と家庭・地域がお互いに自己の責任を自覚するとと

もに協力して子育てをする環境づくりが重要であります。安芸高田市

教育委員会では、協働の子育てをすることを協力の協に育てるとして

協育として、各学校はそのことを担い、子どもの教育に少しでも果た

すよう学校公開を進めているところです。 

 今後とも、公開日には多数ご出席をいただきまして、授業参観だけ

でなくその後の講演会や学校の説明会に多くの市民の皆様にご参加い

ただくよう願っているところです。 

 最後に申し上げましたことについて、少しつけ加えさせていただき

ますと、市内の学校はすべて学校公開ができる状況になっております。

中でも研究指定校を受けている学校については、研究というテーマが

ありますので、そのことについては、資料等を十分に作成してそれに

答えるだけの内容にしていますが、その他の学校すべてについて、同

じようなことをすると、過剰負担になるということもあるので、地域

公開として、指導案等は簡単にしながら、市民の皆さんにもわかって

いただきやすいような資料の配布に心がけておりますので、授業等に

は、たくさんおいでていただくのですが、あと保護者に聞いていただ

きたい内容、講師等を招いたときに、ほとんど残ってもらえないとい

うことがありますので、この場を借りながらそのこともお願いをさせ

ていただきたいと思いますし、学校もそのことに向けて一層努力をさ

せてまいりたいと思っているところです。 

 長くなりますが、続いて、学習指導要領改定についてのご質問にお
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答えいたします。 

ご承知のとおり、学習指導要領は文部科学大臣が学校における各学

年別の教科の内容や授業時間数を定めて示す、いわば各学校で行う教

育内容の基本に当るものであります。 

 社会情勢が大きく変化をする中、昨年、教育基本法が６０年ぶりに

改正され、さらに本年６月には学校教育法の一部が改正されました。

これを受けて、先般、中央教育審議会から学習指導要領改訂の骨子が

公表されましたが、それによりますとこれまでの学習指導要領の基本

理念であった生きる力を育むことを継承しながら、学力としては、学

習意欲を高め、基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着とそれらを

活用する力の育成を進めていくことを目指しています。また、この力

を十分につけていくために、子どもたちが学習にじっくり取り組める

よう授業時間を確保することとなっております。 

 具体的な教育内容に関する主な改善事項は、言語活動や体験活動の

充実、伝統や文化に関する教育や道徳教育の充実、理数教育の充実や

小学校の高学年における外国語活動の実施など、これまで安芸高田市

内でも重点として取り組みを進めてきた内容とかかわりの深いもので

あり、既に各学校の教育活動の中に、積極的に取り組まれているもの

もあります。指導要領の改訂によって、週１時間の授業時間の増加は

見込まれますが、教科の授業時数の増加であり、総合的な学習の時間

の導入時とは異なり、比較的受け入れやすい改訂と受け止めています。 

 本年度中に新学習指導要領の告示があり、平成２３年度から小中学

校とも、本格実施となる予定です。その間に移行期間として先取をし

て行う内容もあると思いますが、市教育委員会としても十分な研究を

行い、学校現場への混乱がないように、学校への指導助言や必要な方

策等の検討を行ってまいりたいと考えております。 

○松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          再質問がありますか。 

          ２番 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員   ただいま教育長の方からいろいろご説明をいただきました。それで

再質問ということですが、私、①とか②とか項目を分けて質問をさせ

ていただいておりますので、また項目ごとにもう一度ご質問の方をさ

せていただきたいと思います。 

          それでまず１点目の課題の検証についてですが、国語・算数、学力

的な課題を先ほど説明をいただきましたけども、広報でもご説明をい

ただいておりますとおり、課題は見えているのだと思います。それで

ここで私が思ったのは、これが数値の平均というのは、市内全体の平

均だと思いますので、これがもとへ返ってはあれなのですが、序列化

になってはいけないけども、各学校ごとの検証は必要であろうと思う

し、恐らくされていると思います。そこのところの検証の中でばらつ

きがあると思います。それぞれの学校で、課題が一緒だとは思われな
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いのです。そこらあたりの整理の仕方は当然、学校でしていかなくて

はいけないのでしょうが、そこらあたりの見解を整合性を持って、教

育長としての立場でどのように指導なされるのかということが１点と。 

          それから知識を活用する力を身につけなくてはならないということ

に関しまして、ではどのように具体的な取り組みをなされるのかとい

うことが１点お伺いいたします。 

          それから２点目の今後の活用ですが、授業についての研修会を行う

とか、指導者の質の向上を図るというような答弁をいただきました。

それでここで私が質問をさせていただきたいのは、児童生徒１人ひと

りの学習改善に活用することが基本となっておりますので、そこらあ

たりは、先ほどの質問と重複するかもしれませんが、可能なのかどう

なのかということを、１人ひとりということです、その改善を図るの

が各学校ごとでやられるのでしょうけども、そこらあたりが本当に可

能なのかどうかということを、ちょっと見解をお伺いしたいと思いま

す。 

          それから３点目の質問でいただいたと思いますが、学校・家庭の連

携をどのように推進されるのかという質問でいただいたかもわかりま

せんが、先ほども言いました児童生徒１人ひとりの結果については、

これは保護者の方に当然伝えられるのだと思いますが、そこらあたり

の、伝えてそのことをどのように生かしていくのかということを、や

っぱりきちんとしたものがないと、この調査の意味がないと私は思い

ます。そこらあたりがどのように思われているか、見解をお願いしま

す。 

          それから４点目は、総合的な学習の時間の効果と考えていいのかと

いう質問をさせていただきましたけども、まさしく地域に開かれた学

校を目指されて、それから総合的な学習の時間を利用された結果で、

社会体験、自然体験が本市においては、よそよりはすぐれているのだ

ということの説明をいただきました。後ほど出てきました学習指導要

領改定についてにつながるわけですが、総合的な学習の時間の大幅削

減が今唱えられておりますけども、ここらあたりが影響してくるのか

どうかということを教育長さんどのように思っておられるか、見解を

お願いします。 

          大枠２点目の学習指導要領改定についての見解をお伺いいたしまし

た。るるこれまでのいきさつも含めて、教育基本法あるいは学校教育

法の改定等のご説明をいただき、とりわけ生きる力を育むということ

を継承しながら、学力の定着等を図っていくという答弁だったと思い

ます。それで教育長さんの見解は、比較的に受け入れやすい改定だと

思っているという答弁だったと思います。私がこの質問をさせていた

だいたのは、先ほどもちょっと冒頭申させていただきました教育現場

での教職員の多忙ですね。このことについて、大変、多忙だという声

が教師の方よりも、世間の方が先に広められているかわかりませんけ
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どもよく聞かれます。その中でこの授業時間数増は、大変多忙な中で

の授業時間数の増ということを考えたら、教員にとっては大変困難な

ことだと私は思います。あるいは児童生徒と向き合う時間の確保が難

しいというようなこともよく言われております。 

          そうした指摘がある中で、対応策として国は教職員の増とか、ある

いは外部の人材活用が必要なのだという言い方をされてはおりますが、

国自体の方は教職員定数増を目指す文部科学省と、それから歳出削減

を進める財務省の間で対立があるのだという報道もなされております

ので、混沌としている状況の中で、私は夢と志を持って活力ある子ど

もを育てるという中での懸念が少し感じられるわけです。国の教育施

策展開に同調しなければならない教育現場で、将来展望といいますか、

将来の考えを見据えた安芸高田市教育、理念をしっかり持つことが必

要だと思いますが、そこらあたりの教育長さんのお考えはどうなのか

ということをお伺いしたいと思います。 

○松 浦 議 長   ただいまの再質問に対し答弁を求めます。 

          教育長 佐藤勝君。 

○佐 藤 教 育 長   ただいまのご質問について、私が答えてもいいわけですが、この３

月末まで学校現場で校長をしておりました永井教育参事の方が、さら

に具体的な答弁ができるだろうと思いますので、そちらの方から答弁

をさせます。 

○松 浦 議 長   引き続き答弁を求めます。 

          教育参事 永井初男君。 

○永井教育参事   議長。 

          秋田議員のご質問ですが、まず１点目、課題の検証についてですが、

ご指摘いただきましたように、当然教育委員会といたしましても、各

学校ごとの検証というものはやっております。当然各学校ごとの課題、

具体的に言いますと先ほどご指摘がありました、ばらつきというもの

もあります。この点につきましては、現在安芸高田市はもちろんです

が、県内において各学校が自己申告制度という制度を取り入れて、校

長との直接的な面談をしながら学校の課題を把握すると同時に、必要

な指導を教育委員会としてするということを行っております。現在校

長から出されました中間申告に基づきまして、面談を実施していると

ころですが、こういった場を活用しまして、各学校間の独自な課題等

については、現在具体的な数値等を持って必要な指導をしているとい

う状況です。 

それから知識の活用ということで、具体的にはどういうことかとい

うことがありましたが、この点については、今申されましたように何

といいましても、授業の改善をしていくということに尽きるのではな

いかと思います。中山間地に位置します本市の状況から考えましても、

学力の向上ということにつきましては、日々の授業が当然中心になっ

てくるわけです。今回の意識調査等を見ましても、一定程度の学力を
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身につけているわけですが、内容によりますと、例えば算数あるいは

国語、数学あたりが好きですか、嫌いですか。というような質問に対

しまして、まだまだ数字としては低いといいますか、課題があります。

このあたりをわかる授業を展開していくことによって、その興味関心

を高めていくことで、さらなる学力の向上というのが十分図られると

考えているところです。 

２点目、今後の活用ということですが、３点目とも関連しますが、

今回の調査では児童生徒１人ひとりの個票というものもあります。こ

れを教育委員会としましては、今年中に保護者へ返していくことが望

ましいということで、指導しておるところですが、その個票を返しな

がら学校では各担任でありますとか、教科の担任が学習状況にかかわ

ります、１人ひとりのカルテというようなものを作成をしまして、先

ほど教育長も答弁をしました、現在学校には教務主任というものを位

置づけておりますが、そういった教務主任等との連携の中で、担任が

すべてを指導していくということではなくて、それぞれの学校の中で

チームを組みながら、そのカルテに基づいて必要な指導をしていくと

いう体制をとるようにしておるところです。 

それから３点目。連携ということですが、これも議員ご指摘のよう

に、全く家庭、地域、学校が、連携していくことが非常に大事だとい

うふうに考えておるわけですが、今回の調査のひとつの狙いの中に、

やはり家庭や地域へどういったことを具体的にお願いしていくかとい

うことも、教育委員会としては視野に入れているところです。現在、

家庭での学習というものが、まだまだ市内の児童生徒は低い。そのひ

とつの要因は、広報でも公開をさせていただきましたように、テレビ

視聴等の時間との関係があるということも確かです。もう一つは、児

童生徒の意識の中に、まだまだ家庭学習というものが、学校の先生か

ら出された物が家庭学習というような意識が強くあります。自主的に

復習であるとか、予習をしていくというものも含めて家庭学習。特に

これは小学校に顕著だというふうに今分析をしていますが、そういっ

たところの児童生徒の意識改革というようなことについても、取り組

んでいく必要があると考えています。あわせて、保護者の方の家庭学

習に対する関心と協力をいただく方法というのも必要であるというよ

うに考えております。 

少し話が横にそれますが、現在世界で一番学力が高いというふうに

言われておりますフィンランドの状況などを見てみましても、自分の

勉強部屋といいますか、子どもにとっての部屋があっても学校から帰

って家庭で学習をするのは、親のそばでやるというふうなことがかな

り定着しているということを聞いています。そういった中で、やはり

家庭学習については、子どもがやるということのみならず、やはり保

護者の方にもそのあたりの意識を少し変えていただく、そのためには、

今後、各学校個々が取り組んでいても十分な成果が上がらないという



 167 

面もあろうと思いますので、現在市内で組織をされております、安芸

高田市ＰＴＡ連合会あたりとの連携というようなものも視野に入れて

いるところです。 

４点目、各種体験ということですが、これにつきましては教育長が

答弁をいたしたとおりですが、本当に保護者、地域の皆様、とりわけ

振興会あたりの協力をいただきまして、本当に豊かな体験を市内の子

どもたちはできていると思います。 

学校も現在、もう一つの学校ということで地域を位置づけ、それか

らもう一人の先生ということで、地域の方を位置づけて本当に学校現

場も多忙な中、努力をしてくれておる結果が、今回の調査の数値とし

てあらわれたと受け止めております。 

ただ、ご指摘いただきましたように、今回の改訂では、その地域体

験をやっております主な活動場面であります、総合的な学習の時間が

削減される方向ということで出ております。ただ、これにつきまして

は、先ほど申しておりますように、かなりこれまでの中で、子どもた

ちあるいは学校の総合的な学習の時間の使い方というものが充実して

きております。 

具体的な数値で言いましたら、小学校は総合的な学習の時間は楽し

いかということにつきまして、７４．２％の児童が楽しいというふう

に答えておりまして、全国平均より約５ポイント高い結果となってお

ります。 

中学校につきましては、８ポイント以上、総合的な学習の時間が楽

しいというふうに答えております。あわせて総合的な学習の時間の中

で、学んだことが将来役立つと思うかどうかということにつきまして

も、小学校で４ポイント、中学校になりますと約８ポイント高い回答

で役に立つと児童生徒が受け止めてくれています。 

こういった状況から見まして、多少の総合的な学習の時間の削減は

ありましても、現在充実した総合的な学習の時間の中の活動が展開さ

れているというところからいいましたら、かなりそのあたりは精選し

た形で大きな影響はなく、それぞれまた地域の皆様方のご協力をいた

だきながら取り組めるのではないかと考えておるところです。 

それから５点目の生きる力を育むということとの関連ですが、現在

安芸高田市としましては、先ほどもありましたように、夢と志を持っ

た活力ある児童生徒の育成ということで、取り組みを進めているとこ

ろですが、この点につきましても、現在の学校教育の現状から考えま

したときに、やはり、ひとつには家庭には子どもにとっての心の基地

になっていただくということが、非常に大事になってくると思います。

それに基づいて、学校は引き続いて確かな学力の定着に取り組んでい

く。 

もう一つは地域には、現在も本当に地域行事の参加等が熱心に取り

組んでいただいているところですが、子どもたちにとって、モデルと
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なる大人の方の出会いという場を充実させていくということの中で、

生きる力を育みながら、子どもたちが豊かな人生を送れるように、引

き続いて学力の向上に取り組んでいきたいと思っています。 

最後、学校現場の多忙化の問題ですが、これにつきましても教育長

が申しましたように、今度の改定というのは、新しく内容として出て

くるのは、現在のところ小学校における高学年の英語活動ということ

になろうかと思います。これにつきましては、現在も他に先駆けて取

り組みを進めておりますので、現場の方の受け止めとしましては、校

長の方に緊急的な簡単なアンケートも実施させていただいているとこ

ろですが、約３分の２が前回の改定に比べて、今回の改定というのは、

学校現場としては取り組みやすいというふうな受け止めをしていると

ころです。 

以上です。 

○松 浦 議 長   以上で再質問の答弁を終わります。 

          再々質問ありますか。 

          ２番 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員   今、教育参事さんの方から詳しくご説明をいただきましたけども、

今日この質問をさせていただいて、このテストの結果についてあるい

は課題の検証、あるいは活用方法、それから学校、家庭の連携、それ

から総合的な学習の時間等も大変有効的であるという説明をいただき、

私は理解いたしました。最後に学習指導要領の改定も、英語の授業が

増えてくるのだということも伺って、とりわけ学校現場の方の混乱も

避けるのだということも伺えましたので、取りとめてその意見という

ことはありませんが、最後に教育長さんに、今後教育というのはこの

テストも含めて、１年や２年で結果を出すのではない。長い目で見る

のが教育であり、そのことが活力ある子どもたちに育てていくという

結果につながるのだという確信は私も持っておりますし、そうしよう

とするならば、ある程度長期展望に立った教育長の見解が必要だと思

うのです。今、お伺いした中では教育委員会、学校現場、しっかりと

した連携のもとに進められているということは、理解しました。そう

した中でこういった点も含めて、今後の安芸高田市の教育展望を本当

に教育長さんはどのように進めていかれるか、その一端でも結構です

ので、その見解をお伺いいたしまして私の質問を終わらせていただき

ます。 

○松 浦 議 長   ただいまの再々質問に答弁を求めます。 

          教育長 佐藤勝君。 

○佐 藤 教 育 長   教育長としての教育に対する理念ということですが、端的に申し上

げまして、橋をつくるとか道路をつくるとかということとは違いまし

て、教育ということについては即効果が出てくるということはなかな

か言えないところがあります。しかしながら、将来の２１世紀はどの

ような社会になっているのだということを見据えながら、今の子ども
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たちに力をつけていくためには、義務教育段階においては、やはり１

５歳までの子どもなので、親とそして地域と学校が、見守りを十分に

語り合いながら子育てをしていくということを一番大切にしていきた

い。学校はその中でも、学校でしかできないことは何なのかというこ

とになりますと、先ほどの全国学力調査の結果、あるいは県内の基礎

基本定着状況調査の結果がありますが、知育・徳育・体育という３つ

のことについて、徹底すべきものは徹底をしていって、そしてそのこ

とが将来花開くようにしていきたいと思っております。 

          エスカレーターに乗せるだけではなしに、乗って降りたときにつま

ずくような子どもにしないためには、足腰がしっかりとした子どもを

エスカレーターに乗せ、またルールを守ってエスカレーターに乗り、

そしてまた降りたときでも、ひとり立ちができるということを理想と

して考えております。 

中でも少年自然の家の問題につきましては、今少なくなっておると

いう自然体験、生活体験というものをできるだけそういうことを通し

ながら、鍛えていきたいというのが私の思いですし、協育ということ

を取り上げていっておりますのは、協力の協に育てると、学校もやり

ます。地域の皆さん市民の皆さんも、学校を信用してついてきていた

だき、支えていただきたいと思っておるところです。 

以上です。 

○松 浦 議 長   以上で再々質問の答弁を終わります。 

          これをもって秋田雅朝君の質問を終わります。 

          この際１３時まで休憩をいたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前 １１時５９分 休憩 

午後  １時００分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○松 浦 議 長   それでは休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

続いて通告がありますので発言を許します。 

８番 赤川三郎君。 

○赤 川 議 員   議長。 

          新政会に所属しております赤川三郎です。 

          さきに通告しております、２点についてご質問をさせていただきま

す。なお、２、３日前から体調を崩しまして風邪を引いてのどが痛く

て声が聞きにくいかと思いますが、ご容赦いただきたいと思います。 

          まず１点目、郷土芸能子ども歌舞伎の指導者の育成についてお伺い

します。 

          こいのぼりが舞う５月５日は、こどもの日です。郡山麓の清神社の

例祭での一環としての市入祭が盛大に行われ、子ども歌舞伎の檀尻屋

台での演技が披露されます。この子ども歌舞伎は、１６７４年に始ま

り、今年でちょうど３３３年の歴史を持っているところです。 
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役者は吉田中学校のご理解と皆さんのご協力のもと、毎年２年生６

名が当たり、放課後と休日に練習を積み重ねているところです。市入

祭の当日は２台の檀尻屋台で町の要所を回り、披露されているもので

す。当日は、多くの参拝者や観衆から絶大なる好評を得ているところ

です。 

指導者は、演技・指導の一切を岡山県奈義町横仙歌舞伎保存会から

毎年迎え、終盤では宿泊をしながら指導を受けている状態です。これ

までの経過から、地元では子ども歌舞伎檀尻屋台が安芸高田市無形文

化財であるとともに、地域振興の核として伝統芸能の保存・伝承のた

め子ども歌舞伎保存会をつくり、指導者の育成に努めてこられたとこ

ろですが、地元指導者がなかなか育たず、今後についても地元指導者

の育成が大きな課題となっているところです。地元としても長い歴史

の中で、今日まで引き継がれてきた子ども歌舞伎は、地元のみならず

市としての貴重な財産と考えております。これからも守り伝えるべき

郷土芸能を保存・伝承するために、市として指導者の育成をお考えは

ないかお伺いいたします。 

２点目の道路改良、歩道の新設についてお伺いします。 

市道、一本木小山線は、近年施設等の増加に伴い、車両通過数並び

に通行者数も以前に比べて大きく増加しています。また朝と夕方には

国道５４号線がラッシュになるため、抜け道としての通行者も多く見

られるのが現状です。特に国道５４号線から昭和橋の間は市道の幅が

狭く渋滞の原因にもなっているところです。また、竹原地域には福祉

施設があり、三差路、交差点も多く、狭い道路に車が頻繁に通行して

いるため、地域を初めとする歩行者や自転車の利用には大変危険にさ

らされているのが現状です。安全・安心の面からも一刻も早く歩道の

新設対策を講じるものと考えますが、市長のお考えをお伺いします。 

答弁によりましては、再度質問をさせていただきます。 

○松 浦 議 長   ただいまの質問に対し答弁を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   ただいまの赤川議員のご質問にお答えをいたします。 

          子ども歌舞伎壇尻屋台保存会の活動につきましては、永年にわたり

清神社の市入り例大祭奉納を続けてこられるなど、伝統文化の保存伝

承に尽力をいただいておりまして、心から敬意を表するものです。 

          また、市内において現在、存在します無形民俗文化財の中でも、子

どもが伝承する伝統芸能は数少なく、市としても貴重なものとしてと

らえております。また、去る１０月１４日に府中市で開催されました

第２５回の広島県文化財保護審議会等連絡協議会において、第６回広

島県文化財協会こども文化財愛護活動表彰を受賞されるなど、県内の

子ども文化活動においても高く評価をされています。しかしながら、

現在、保存会には歌舞伎演技の指導者がいないため、岡山県の奈義町

から招いている実態があり、指導者の育成に大変苦慮されているとお
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聞きしております。これに対し、市として市内全般にわたって指導者

を養成する考えはないかとのご質問ですが、現在の状況を見る限りで

は、指導者や後継者の養成は、やはりそれぞれの団体において、ご苦

労されながらもやっておられるのが実態です。市が直接指導者の養成

を行うということは難しいものがあると思います。このことは、地域

の伝統文化芸能は、その地域固有のものであって、また、地域固有の

財産だからだと私は考えます。 

いずれにいたしましても、市として全く取り組みをしないというこ

とではなく、これまで同様、子ども歌舞伎壇尻屋台保存会への間接的

な支援は行っていく必要があると考えております。 

          ご理解を賜りたいと思います。 

 次に、市道、一本木小山線の歩道の新設についてのお尋ねですが、

この市道は、国道５４号、一本木交差点を起点に、昭和橋を渡り県道

上入江吉田線と竹原地区の清風会の横を経由し、砂田川に沿って小山

の林道入り口までの路線で、延長約３，２００メートルの１級市道の

取り扱いとなっております。現在、小山地区におきまして一部道路改

良を実施をしておるところです。 

また、起点側の国道５４号、一本木交差点付近につきましては、平

成１７年度に三次河川国道事務所において、歩道整備に伴い交差点の

改良がなされたところです。これにより、市道側の交差点付近は以前

より一部広くなりましたが、全般的に幅員が狭いことと近年交通量も

増加したことなどから、朝夕の通学・通勤時はもとより、地域にあり

ます身体障害者の施設の方々の活動時には、危険な箇所があることも

認識しているところです。 

このような状況を踏まえ、市といたしましては、この区間につきま

しては、現在、土地関係者に協力依頼を行い、拡幅についてのご理解

をいただくよう取り組んでいるところです。また、竹原地区から小山

地区の整備につきましては、先ほど申し上げましたように、現在、小

山地区での改良工事を行っており、これらの状況や財政状況などを見

計らいながら、今後の対応等について検討していきたいと考えている

ところです。 

いずれにいたしましても、効率的かつ効果的な道路整備を行うには、

用地の確保が最優先です。 

ご支援並びにご理解を賜りたいと思います。 

○松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          再質問ありますか。 

○赤 川 議 員   議長。 

○松 浦 議 長   ８番 赤川三郎君。 

○赤 川 議 員   ただいま答弁をいただいたわけですが、子ども歌舞伎の指導者の育

成につきましては、平成１７年度にも同僚の議員さんが同じような質

問をされたわけでしたが、それからの一歩も進展のない答弁であった
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と思います。もちろんその団体が、あるいは地域の振興会が核として

取り組むべきだという前回の答弁もあったわけですが、しかしそうい

った形の中で、やはり市の郷土芸能として伝承をしていくためには、

物心両面の支援をしていただくことが必要であろうと思うわけです。

補助金の支援はしていただいているのが現状ですが、次には地域振興

会に対して、そういった支援の指導もお願いをしたいと思うわけであ

りまして、そこらの指導について、再度お伺いをしたいと思います。 

          次に歩道の新設についてですが、今答弁いただきました中では、一

本木小山線につきましては、国道５４号線からの昭和橋の間について

は、土地の確保に力を入れているということで、非常に明るい答弁を

いただいたと思っています。しかしながら一本木小山線につきまして

は、以前にも平成１７年だったと思いますが、質問をいたしておると

ころですが、特に竹原地域におきましては、清風会という大きな福祉

施設があるわけです。入居者あるいは通所者あるいは勤務者合わせて

６００人を超える大所帯なそういった施設もあるわけです。同時にそ

の近辺に歩道がないということについては、この前も質問をさせてい

ただいたわけですが、そういった状況を今一度現場を見ていただいて、

身体に障害がある方々が本当に自然の中で通所される姿を見ますと、

どうしても安全安心な歩道が必要なわけです。 

今回、一本木から国道から昭和橋の間は明るい答弁でしたが、それ

から先のお考えは、前回１７年に質問をさせていただいた当時からど

のように進捗しているのか、また同時に可愛地区振興会の主催により

ます市政懇談会にも市長さんを初め、幹部の方々に来ていただいて、

いろいろと懇談する中で、竹原の地元の皆さんそして清風会の方々か

ら、再三再四にわたって、歩道の新設について要望をされております。

そこらあたりをかんがみて、今後どのような方向で進まれるのか再度

お伺いをさせていただきます。 

○松 浦 議 長   ただいまの再質問に対し答弁を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   子ども歌舞伎の問題については、赤川議員さんご存知のように、旧

吉田町時代から長年の懸案であったわけです。そういうことでなかな

か地元で指導者が出てきにくいということで、岡山県の奈義町から専

門の人を招いて、指導をしてもらっているという吉田町時代からの経

過があるわけです。したがって我々も財政的な支援については、でき

るだけ講師の招聘とかそういうことについては、ご協力をしておるつ

もりですが、地元でこの指導者を養成するということについては、本

当に地元に適当な人材がいるかどうかという問題もありますし、やは

り地元の地域として取り組んでいただければ、我々もそういう支援は

していきたいと考えておるわけです。 

          それから一本木小山線の歩道については、できるだけの努力は今し

ておるところですが、これも長年の吉田町時代からのこの路線という
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のは懸案であったようで、なかなか用地の問題も難航していたときも

あるということで、延び延びになっているということもあるので、我々

としてはできるだけ努力をしていきたいと思います。 

          詳しくは、担当部長の方から補足の説明をしていきたいと思います。 

○松 浦 議 長   引き続き答弁を求めます。 

          産業建設部長 金岡英雄君。 

○金岡産業建設部長   一本木小山線の件について、ご説明させていただきます。 

          ただいま市長の方から話がありましたように、現在一部改良をしな

がら、また用地等の調整がつくところにつきましては、具体化をしよ

うというところです。特に小山地区について、工事をさせていただい

ております。ここらの状況も見ながら竹原地区等の状況も把握をさせ

ていただく必要があろうかということを考えています。 

          ただもう１点。昭和橋付近と５４号線のところについては、先ほど

も市長の答弁がありましたように、用地の方をいろいろ地元の方とも

協議をさせていただいて、一定の方向性が出るのではないかというよ

うな思いを持っているところです。それらがある程度調整がつきます

と、具体化に向けて取り組みをしたいということで、現地等も再度見

ながら検討を進めていきたいと考えております。 

○松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          再々質問ありますか。 

          ８番 赤川三郎君。 

○赤 川 議 員   議長。 

          まず子ども歌舞伎の指導者の件ですが、地域のことだから地域でと

いうようにも受け止めるわけですけど、先ほど言いましたように、や

はりそういった地域でやるにしても、何らかの形の支援と指導をいた

だかなくてはできないと思いますし、今指導を受けている岡山県の奈

義町におきましては、職員の方が専門員として、３名ほどおられると

いう形の中で、郷土芸能を伝承しておられるということも事実なので、

そこらをかんがみて、安芸高田市としても多くの郷土芸能があろうと

思います。おおむね３０個ぐらいはあるのではないかと思いますが、

それがすべてということになるかどうかはわかりませんが、しかしな

がら今伝統あるこの吉田の子ども歌舞伎については、本当に存続を危

ぶまれるような時代にきているわけです。そういったことを含めて、

ひとつ今後の取り組みについて再度伺いますが、と申しますのが１９

年度から２３年度までの５カ年計画の中に、芸能文化の保存伝承事業

という形の中で、多額な予算を組んでおられるのが事実ですが、そう

いったこともぜひ活用していただきまして、本当にこの伝統ある子ど

も歌舞伎が存続しますように、物心ともに支援とそして指導を今後ど

のような形の中でやっていただけるのか、ただ支援はするが、では地

域でやれというだけでは、これから進歩がないのではないかと思いま

すので、どうかひとつ支援もするが、助成もするがひとつこういった
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ことで指導をしていきたいという言葉を、ぜひいただきたいというよ

うに思います。 

          次に歩道の新設ですが、先ほど言っていただきましたように、土地

の確保が何といいましても大変というのは重々わかっております。し

かしながら地元あるいは可愛地区の振興会をあわせて、長年の要望事

項なので、これはひとつ早急に検討していただいて、取り組んでいた

だくべきです。この件については要望なので、要望して私の質問を終

わらせていただきます。 

○松 浦 議 長   ただいまの再々質問に答弁を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   子ども歌舞伎については、貴重な文化財なので、我々もこれを育て

ていく必要があろうと思いますが、指導者の発掘については、なかな

か見つからない。そういう実態があるわけなので、やはり地元でそれ

ではやってみようかと、これだけ費用が要るからその分については、

支援してくれとか、そういうような意欲がないといくら金をつぎ込ん

でも、なかなか人材が育ってこないというように思いますので、そこ

らのご支援を賜りたいと思いますし、今までの道路の問題ですが、道

路の問題はやっぱり一番大事なのは、用地の調整がどのようにつくか

ということで、いくら予算を組んでも用地が調整できなければなかな

かできないということがありますので、地元の議員さんともそういう

点については、お力添えを賜りたいと思います。 

○松 浦 議 長   再々質問の答弁を終わります。 

          以上で赤川三郎君の質問を終わります。 

          続いて通告がありますので、発言を許します。 

          ３番 田中常洋君。 

○田 中 議 員   議長。 

          ３番、政友会の田中常洋です。さきの通告に基づき質問をいたしま

す。 

          平成２０年４月１７日をもって任期満了となる次期市長選挙につい

て児玉市長に伺います。 

          平成１６年に高田郡６町が合併し安芸高田市が誕生しました。児玉

市長は、人輝く・安芸高田をスローガンに初代市長に就任され、安芸

高田市総合計画並びに新市建設計画により、向原町に特別養護老人ホ

ームかがやき、また、事務の効率化として総合庁舎、芸術、文化、生

涯学習施設として文化ホールの完成等、着実に実施されてこられまし

た。 

また、児玉市長の提唱である住民自治のまちづくりとして、市内３

２の地域振興会組織では、それぞれの地域の実態に即した特色ある活

動が着実に動き出しているところです。このことは国・県及び全国の

市町村より注目をあびているところです。 

          また、当市と南部への道路網の整備として地域高規格道路東広島高
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田道路向原吉田区間については、いち早く建設部に地域高規格道路対

策室を設け、県と市が一体となって補償交渉に臨むという対応は高く

評価されるものです。 

懸案の継続事業等山積する難問課題を完結するには住民ニーズを的

確に把握し、周到なる事前協議の理念に徹し、透明度の高い市民総参

加型の市制に市民と一丸となって、スローガンの人輝く・安芸高田に

向けて、遂行されることを望みます。 

以上、私の所感の一端を述べ、次期市長選挙にあたり進退を伺いま

す。 

○松 浦 議 長   ただいまの質問に対し答弁を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   ただいま田中議員さんからのご質問ですが、結論から申し上げます

と、私は今期限りで引退をさせていただきたいと思います。 

          この４年間、皆さんのご支援によって本当にいろいろな問題を、山

積した問題が解決できたことに対して、先ほど来おっしゃったように、

合併建設計画の一番大きな市第２庁舎・文化ホールと、あるいはもう

一つは向原へ特老をつくるという、ただ一つ今交渉中の火葬場の問題

があるわけですが、懸案の問題はほぼ私は見通しが立ったと思います

が、いろいろ後のことを思えば、心配は耐えないわけですが、やっぱ

り政治というのはいつかは交代をしないといけないという私の気持ち

もあるわけで、今度出られる人に後を託したいというのが、私の気持

ちです。 

○松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          再質問ありますか。 

○田 中 議 員   議長。 

○松 浦 議 長   ３番 田中常洋君。 

○田 中 議 員   ただいまの答弁では、市長は今期限りで市長選挙には立候補しない

という答弁でした。 

          思いますに児玉市長は旧高宮町時代、町長６期お務めになられまし

た。その間、広島県の町村会の会長として、また全国の町村会の副会

長として、その要職を務めて来られました。このことは広島県の７３

町村の、また全国の２，５０８の町村長さんの厚い支援と、また児玉

町長の思案と人柄が高く評価されたものと思われます。 

          それはさておき、年が明けて平成２０年４月１７日をもって、任期

を満了されるわけですが、町長６期、市長１期、計７期２８年の実績

を踏まえ、今後の安芸高田市の将来像をどのようにお考えになってお

られるか、お伺いいたします。 

○松 浦 議 長   ただいまの再質問に答弁を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   大変お褒めの言葉をいただいたわけですが、私は４６のときに町長

になりまして、ご指摘のように市長を含めますと７期、２８年、町長、
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市長をやらせていただくことになったわけです。その間、選挙は１回

しかしておりません。１番最初に４６で町長選に出たときに、私は現

職の議長であったわけですが、そのときに選挙をしただけで、後は本

当に皆さんのご支援で、市長になるときも無投票でならせていただき

ました。これほど果報な人間はいないという気がするわけで、本当に

支えていただきました皆さんに、心からお礼を申し上げたいと思いま

す。何年やってもいつかはやっぱり引退をしなければいけない時期が

来るわけです。そういうことで、今回引退を決意をさせてもらって、

ご支援をいただく方には大変ご迷惑を私はかけたということで、夕べ

も２カ所で高田市内全域でつくってもらっております、支える会また

２０数年支えてくれた高宮の後援会、そこらにぎりぎり断りを言って

ご了解を得たということで、いろいろな人に大変な心配をかけて、ご

迷惑をかけたところもあるわけですが、最後は私が決断をさせていた

だくということで、結論を出させていただいたわけでありますので、

ひとつご理解を賜りたいと思います。 

          いずれにしても今、非常に厳しい行財政の中でありますので、どな

たがやられても大変厳しい状況であると思いますが、やはり今後行財

政改革の流れを止めたらそれこそ大変なことになりますので、今後は

議員の皆さんにもご協力を賜って、まず続けていかなくてはいけない

と思いますし、また先ほどご指摘がありましたように、ソフトの面の

行政、もうハードの時代は終わった、今後はやはりソフトの面の時代

ということが言われておりまして、安芸高田市は合併計画の中に、ソ

フトの面の最重点課題に地域振興会による、住民自治のまちづくりと

いうことを掲げてやっておりますが、今後この流れは、やはり続けて

いきながら、実は今年の３月の毎日新聞社が住民自治でよくやってい

るところを表彰するということで、全国の中で１，８２０余りの市町

村がありますが、現在合併しまして、この中から３つほど選ばれて、

優秀賞に輝いたということで、それはそれなりに私は評価をされたと

いうように思いますが、まだ合併して３年目でありますので、これは

ちょっと表彰は早いなという気がしましたが、それだけに全国がそう

いう流れをつくっておるということでありますので、この行財政改革

とソフトの面の住民自治のまちづくり、３２の振興会がありますが、

ここらあたりが今後まちづくりの中心になると思いますので、今後と

もどうしても議員さんのご支援がないと、ここらの政策の遂行という

のはできないと思いますので、ひとつ今後ともよろしくお願いをしま

して、私の答弁にさせていただきたいと思います。 

○松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          再々質問ありませんか。 

          以上で田中常洋君の質問を終わります。 

          続いて通告がありますので、発言を許します。 

          ６番 川角一郎君。 
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○川 角 議 員   議長。 

          先ほどは前者の質問に対し、固い決意を表明されまして、我々も非

常に残念に思い、寂しく思っておるわけですが、まだああして残り数

カ月はありますので、全力投球で元気で頑張っていただきたいと思い

ます。よろしくお願いします。 

          それでは通告をいたしております、２点について、６番の新政会の

川角ですが、質問をさせていただきます。 

          まず１点目につきましては、空き家の解消によって地域の活性化が

図れないだろうか。提案を申し上げながら質問をさせていただきます。 

          我が中山間地域におきましては、年々高齢化が進行してまいりまし

て、後継者も一たん都会の方へ出たらなかなか帰ってこないという現

象が起きているわけです。そのために農村でも空き家がどんどん増え

てきておるような現状もありますし、またこの旧吉田町の状況を見て

みましても、ひところは非常に繁盛した町が、やはりいろいろなバイ

パスの状況とか要素はあるわけですが、非常に現在は空き家が目立っ

ているという現状がありまして、昼通ってもシャッターが閉まって、

非常に寂しい感じを与えているというような状況が、この我が安芸高

田市にあるわけです。 

農業関係で見てみますと、この空き家が増えてまいりますと、その

家の周辺あるいはそれにはいくらかの田なり、あるいは畑というもの

が付随しておるわけですが、それが荒廃してまいると。そしてこのこ

とが非常に環境の悪化にもつながっているという状況があると思いま

す。 

そこでこのことを解消し、地域が活性化するためには、やはり行政

も、あるいは振興会、地域が一体となってこのことを解決しなくては、

これはいい方向は見出せないのではないかというふうに思っておるわ

けです。それには、それに伴う制度なり手法、ここらを明確にしてい

かないとなかなかこのことは解決いかないのではないかと思うわけで

ありますので、このことについて現在ある程度、市の方でも取り組み

をされてはいると思うのですが、今後の方向について、ひとつお聞か

せをいただきたいと思います。 

それから次に２点目ですが、農道の舗装についてお伺いをするわけ

ですが、この点につきましては今まで再三各議員から質問がなされ、

その都度やはり現在農道台帳を整備しているのだと、あるいはまたで

きるだけの対応をしていくというふうなことで、現在来たわけですが、

その農道の台帳の整備状況は果たしてどうなったのか、この１点につ

いてもお伺いをしたいと思います。 

それから今までは、農道というのは２戸以上の民家に通じていると

か、あるいは県道や市道を結ぶ農道というのは、優先的に単県事業を

通じてほとんど自己負担なしの舗装がされた部分もあるわけです。し

かしながらまだ現況を見ると、早く舗装が済んだ段階でもまだまだ多
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くの農道が未舗装のままに終わっているということがありまして、こ

のことは地域からも非常に強く舗装の要望が出ているわけです。 

現在に至っては、この農道の舗装も農業法人でない地域は、舗装に

対する単県事業がないというふうな、この近年の状況となってきたこ

とは聞かせていただいております。しかしながら本市において、農業

法人なり、あるいは担い手、そこらへ該当する地域がまだまだ全体的

には行き渡ってはおらず、それの未達のところが非常に多いわけなの

で、この点について、そこらにも多くの未舗装の農道が存在している

という状況があるわけです。そこで、県あるいは国に対しての強い要

望をしていただくことは必要ですが、一方、財政が非常に厳しい状況

ではありますが、市として何とか独自の助成措置がとれないものだろ

うかと思います。これにも限度があろうかと思いますが、そこらの考

え方があれば、ひとつお聞かせをいただければと思います。 

         以上です。 

○松 浦 議 長   ただいまの質問に対し答弁を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   ただいまの川角議員のご質問にお答えいたします。 

          最初に、空き家対策についてのお尋ねです。議員ご指摘のとおり、

安芸高田市においては、高齢化社会が進行する中で空き家が増え、中

には放置され無残な姿をさらしている空き家も目につく状況です。こ

うした地域の荒廃は、集落自体の機能が低下するばかりでなく、祭事

等を初めとする地域文化が喪失していく姿を示しており、きわめて憂

慮される事態であると考えています。こうした中で、国においても総

務省や国土交通省等においてコミュニティのあり方や限界集落につい

ての議論が現在始まっているところです。 

 安芸高田市の空き家対策については、空き家情報バンク制度によっ

て空き家情報をホームページ等によって広報しまして、賃貸及び売買

等の募集を現在行っているところです。この間の実績は、９件の登録

を受けて、３件が売買及び賃貸契約を現在まで完了しています。２件

が現在、協議中というところです。 

こうした実態を見ますと、空き家に対する一定のニーズがあること

が証明されていますが、広い市内の中で、物件の情報の把握が難しい

ことに加えまして、家の中に家財道具がまだあるとか、墓参りのとき

には家に帰らなくてはいけないとか、いろいろな理由によって、空き

家はあってもなかなか提供していただけないこともあり、物件の把握

に効果を挙げていないのが実態です。 

また、転入してこられた方もスムーズに定住していただくためには、

その地域でいろいろとお世話をしていただく方の存在が不可欠である

と言われています。 

こうした実態を踏まえ、市内にある空き家の情報を把握し、定住を

円滑に進めるためにも、地域の状況に精通しておられる市民の皆さん、
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例えば住民自治組織の皆さんの協力を得る等の対策を検討していきた

いと考えているところです。 

それから農道舗装についてです。議員ご指摘のとおり、広島県では、

地域の担い手となる農業生産法人が経営管理している地域のみが、い

ろいろな新規事業の補助対象として採択をされるという状況です。私

自身は個人的には、広島県のそういう大規模農家とか法人だけを対象

にした補助事業というのは大変不満で、事あるごとに農政部長とも論

議をしますが、なかなか県のガードが固い。日本的にも有名な市場主

義者と言われているようですが、県の農政部の方向をある程度、今後

変えないと今の農道舗装も沿道に農業法人とか認定農家がいないとい

う制度が、もう県が決めておられますのでなかなか難しいと。農道舗

装の整備計画は各支所単位に計画を調整しまして、小規模の農業基盤

整備事業によって整備を進めておりますが、その採択状況は年々申し

上げたように厳しくなっております。維持管理の軽減、農作業の効率

化のため、今後とも農道舗装の整備は必要であろうと、このように考

えております。 

          国県の制度利用と現在の市単独の補助制度と併せて、関係者の方の

一部ご負担も視野に入れた、市単独事業の検討が必要ではなかろうか

と考えておるところです。 

今後、議員の皆さんのご意見を賜りながら、どのような形で農道舗

装を進めていくかということもご相談をさせていただければというよ

うに考えているところです。 

○松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          再質問ありますか。 

          再質問があるようですから、発言を許します。 

          ６番 川角一郎君。 

○川 角 議 員   まず空き家対策の関係でご答弁いただきましたが、いろいろ現在も

同じような考え方の中で、対応をいただいておるということは非常に

うれしいわけですが、実績についてはまだ始めて間もないということ

で、上がってないということではあろうかと思いますが、ひとつの事

例として私が調査した段階を申し上げてみますと、私の近くに法人の

集落がありますが、そこの状況を見ると、現在全戸数が２２戸ですが、

その中で６戸は人がいないという現状があるわけです。それでそこは

法人化もされておりますし、受け入れ体制も非常にその会長さんが、

空き家をなくしていかなくてはいけないと、それでこれからみんなで

やっていこうということで、非常に関心を持っておられるということ

もありまして、その６戸のうちの３戸はもう成約はできたと、２戸は

不動産を通じながら売買も成立しておるわけですが、そこでは１戸の

人は田んぼをつくりながら、町から来て法人の理事にもなっておられ

るというふうな、非常に進んだ形で対応をされていると。それから１

戸は法人でいろいろな麦茶なり、大豆の加工をしておりますが、それ
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の手伝いがしたいからこっちへ移ってくるよということで、賃貸でや

っておられるというふうな３戸の成約ができたということで、この間

も地元でいろいろ話をしましたが、すばらしいことだなと。このこと

が、やはり全市に広がっていくことができないだろうかということで、

あえて今日提案をさせていただき、質問をさせていただいておるわけ

ですが、またその横へ行きますと集落があり、ここでは２１戸ほど昔

からありますが、今数えてみると７戸が空き家になっているという現

状があるわけです。この中の１戸が貸家の状況で何とか使われており

ますが、あとは全然住んでいないということで、その家の周辺も非常

に荒れ放題になっているという姿を見るにつけ、やはりこのことは今

後非常に大きな問題になってくるだろうということで、何とかここで

本腰を入れていかないと、過疎がどんどん進んでいくのではないかと

いうことを痛感もし、この間、私のところの振興会の役員会でもこの

ことが強く出てきたので、私もここで積極的にこのことは要望してい

くし、これから振興会も振興会として、取り組んでいこうというふう

なことも話が出ました。このことを推進していくためには、今やって

おられる手法から見れば、まとめは自治振興部の方である程度ホーム

ページなり、いろいろなＰＲの中で対応はされているようですが、実

質そこらに話が出てくると、今度は観光課で事務なり、いろいろな取

りまとめをしていくのだという、この間も話を聞いたわけですが、そ

れもひとつの方法かと思いますが、やはりホームページあたりで力を

入れていくのなら、そこの担当者が一体となって最後までそれを成約

につなげていくということが非常に必要ではないかと思いますので、

そこらの制度というか、体制づくりが非常に大事ではないかと。せっ

かくできそうでも途中で切れるというふうなことがありますので、私

はその体制づくりというのを、これからひとつお願いをしたいという

ふうにも思いますので、そこらの考えと、それから今私が申しました

ことについての考えに若干ずれがありますので、そのことについてお

聞かせをいただきたいと思います。 

          それから農道の関係につきましては、さっきありましたように、こ

れは国の制度あるいは県の制度と言いながらも、受ける方は別に農業

者としては変わりはないのです。今までの人がそうして家が近くにあ

ったとか、あるいは市道からつながっているというふうなことだけで、

ある程度負担金が要らずに済んだのが、ここに至って今度は今までは

何とか待ちなさい。もう少ししたら順番が回ってきますよ。というこ

とで待ってもらったあげくに、今度は負担金なくしてはできないよと。

もう単市の事業はなくなったよということは、果たして言えるかどう

か、理解がつくかどうか、非常に大きな問題であろうと思うわけです。

ですから、そのようなことで現在待ち受けられている人が、法人なり

担い手に該当しない地域の人が、多くおられて強く我々も要望を聞い

ておりますので、そこらを何とか解決するような方向が必要ではない
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かと。 

さっきの答弁では要望もするし、考えていくという答弁をいただき

ましたが、２０年の予算ももう査定に入られるということなので、具

体的なひとつの方策なり、ある程度の考えがあれば、２０年にこれぐ

らいの予算額はありませんが、考え方についてこういうことは考えて

いるということがあれば具体的にお答えをいただきたいと思います。 

それからそこらを心配する場合には、今年あったようですが、今農

業の就労をする人が非常に高齢化をされているという現状もあるわけ

です。そのために大型農機に乗っていてひっくり返ったという事例も

ありまして、非常に道路というのが、大変大きな役割を持っていると

いうふうなこともありますし、それからこれが舗装されないとその周

辺の草刈等も非常に大きな労働力になっております。これを人を雇っ

てやるということになると、かなりの経費もかかるわけですが、今朝

ほどからありますように、非常に米の値段も下がっていると。農家所

得が下がっている中で、このような負担が大きくなるということは、

今後に非常に大きな問題があるのではないかと思いますので、ここら

もひとつ前向きに、単市で行けば今５５％の地元負担。これを出さな

くてはできない。しかしながら道路へ５５％の負担を出して、果たし

てこれが実行できるかというと、なかなか地元でもこれは実現できな

い問題ではないかと思うので、そこらを勘案いただきまして、少しで

も負担率が下がる方法等々が考えられるかどうか、ひとつお答えをい

ただきたいと思います。 

以上です。 

○松 浦 議 長   ただいまの再質問に対し答弁を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   ただいまの川角議員の空き家の利用ということについては、大変い

い例を挙げていただきまして、我々も一定の方向が見えたような気が

するわけです。ただ、市役所からインターネットで情報を流すだけで

は、なかなか目的は達せないということで、それぞれの地域で入って

くる人の受け入れ体制も必要であろうと思います。それから入ってく

る人の協力体制ということも必要なので、よく聞いてみますと、入っ

てきたのはいいけど、全く地元へとけ込んでもらえないのだというよ

うな話も聞きますので、そこらが受ける方も来る方も上手くできるよ

うなことをいろいろ調査をして、受け入れをする体制を、先ほどの例

のように、地域でこれは対応しなければいけないと考えます。 

この間、徳島県の上勝町、その例の紅葉の葉っぱを売ったりして、

地域興しをやっているという社長さんに聞きますと、上勝も２千人ぐ

らいの町ですが、１割くらいはＩターンで来た人がいるようです。そ

れで今後、注意しなければいけないことは、Ｉターンで来てもらえさ

えすれば誰でもいいという、そういうことではなかなかうまくいかな

いと。どうしても農業が好きだとか、田舎が好きだとか、地域と一緒
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に協力したいとかいう人でないと、かえって都会から逃避したような

人というのは、これは田舎へ入ってもいいことにはならないというよ

うな話を実際に体験で話しておられました。そういうことで、今後受

け入れ体制をつくりながら、本当に地域興しに役に立ってもらうよう

な人を受け入れるということが大切だろうと思いますし、また農道舗

装につきましても、議員ご指摘のように今までは単県の２分の１の農

道舗装の補助金を受けて、あと２分の１は市が市費で出していました

が、単県の補助金を受ける、これは法人や認定農家が周辺に農地を持

っていないといけないということで、まず私は不可能だろうと。結局

県はこのことを決めて、やらせないようにすると、県が銭がないから

非常に厳しいハードルを決めたということしか考えられないわけで、

今後県の財政も非常に厳しい状況なので、これが緩んでくるというの

は、農政部長がかわれば少しは緩んでくるかと思いますが、ちょっと

緩んでくる可能性は財政的には私は無理だろうと思います。そういう

ことなので、単市を使った農道舗装をどのように組み立てていくかと

いうことで、県も銭がなく、市も同じように銭がないので、いくらで

もやってくださいというわけにはいかないところがありますし、それ

かといって放っておいたのでは、本当に末端の小規模農家が大変困る

という問題がありますので、全く負担金をもらわないという制度は私

はつくれないと思います。いくらか負担金をいただきながら、希望に

対応するという方向を議員の皆さんともひとつ協議をさせていただき

たいというように考えています。 

○松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          再々質問ありますか。 

          あるようでございますので、発言を許します。 

          ６番 川角一郎君。 

○川 角 議 員   前向きな答弁をいただきましたので、空き家の関係につきましては、

市のひとつの大きな事業として、これから取り組んでいただくことと、

それからその取り扱い部署の一体性、ここらをひとつ要望して終わり

ます。 

          それから単市の農道の関係につきましては、今ありましたように非

常に財政が厳しいということは十分確認しておるわけですが、そうは

言いましても先ほど言ったような不公平も出てきておるというような

現実もありますので、できれば今年少しでも、この２０年の予算の中

へ反映できるように要望しまして終わります。 

          以上です。 

○松 浦 議 長   以上で川角一郎君の質問を終わります。 

          この際、１４時２５分まで休憩いたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ２時 ９分 休憩 

午後 ２時２５分 再開 
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～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○松 浦 議 長   それでは休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

          続いて通告がありますので、発言を許します。 

          １５番 入本和男君。 

○入 本 議 員   議長。 

          １５番、あきの会入本和男。通告に基づき、一般質問をさせていた

だきます。 

          安全なまちづくりの推進について、１として各町において、消防団

の詰所・格納庫・積載車・ポンプ車・水槽車の整備、配備に格差があ

ります。実施計画書を提出されていますが、どのような基準で整備さ

れていくのか今後の計画を伺うものです。 

２番目として、防火水槽整備事業で現在の申込み件数と、平成１９

年度から平成２３年度まで何基設置できるのか。また残りは全市で何

基の設置を予定しているか伺うものです。 

３番目としまして、自主防災組織設立は平成１９年度の計画が載っ

ていますが、今後の組織をどのように計画されているのか。また、災

害時の補償は誰がするのか、明文化してあるのか伺います。 

４番目としまして、安芸高田市消防音楽隊は非常に我々には生の演

奏ということで、耳に親しく伝わってくるわけですが、市としての位

置づけと活動状況また活動の補償はどのようにされているのか。 

５番目に、甲田町では女性の山田消防がありますけど、消防団の位

置づけではないのですが、災害補償はどのように補償されているのか

伺うものです。 

また大枠２点目ですけど、各分庁舎が今まで、第１、第２、第３と

ありましたけど、今後の計画・現状について伺うものです。 

以上よろしくお願いします。 

○松 浦 議 長   ただいまの質問に対し答弁を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   ただいまの入本議員のご質問にお答えいたします。 

          最初に、消防団の詰所・格納庫、積載車、ポンプ車、水槽車の整備・

配備にそれぞれ旧町単位に格差があるとのご指摘ですが、消防団は、

ご存知のとおり旧町時代から古い歴史の中で地域に密着し、地域の事

情を強く反映しながら発展してきておりますことから、ある程度のば

らつきがあることは承知しているところです。 

 しかしながら、今後の整備等につきましては、分団の整理統合が進

んでいる地域を参考に、対象地域の事情も考慮しながら進めてまいり

たいと考えております。 

 次に、防火水槽整備事業についてのお尋ねですが、現在、防火水槽

の設置は、地元の方と周辺の同意に加え、設置場所を提供していただ

くことを前提として、要望を取りまとめております。 

          把握しております要望箇所数は、合併前からのものを含めて、現在、
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３４カ所あり、そのうちの６件は、本年度に入っての新規要望となっ

ております。 

 本年度は、このうち５基を予算化しており、既に入札を済ませ工事

に着工しているところです。 

 これらの建設計画につきましては、実施計画に基づき、おおむね毎

年５基ずつを予算化し、国、県へ補助要望を行いながら、順次整備を

進めてまいりたいと考えております。 

          次に、自主防災組織についてのお尋ねです。昨年の９月に襲いまし

た局地的な豪雨を教訓とすると、地元の皆さんによる、早期の避難体

制の確立がきわめて重要なことと考えます。 

          こうしたことから、自主防災組織の設立に向け、本年１月からまち

づくり委員会や各地域振興会役員会などに働きかけをさせていただい

ております。 

          具体的には、２５の地域において説明会を持たせていただき、自主

防災組織を自主的につくっていただきたい。このように説明会を開き

ました。これらの地域は、今年度もしくは来年度に向けて設立の方向

で検討をいただいているところです。現在まで旧吉田町で３つの自主

防災組織、旧向原町で２カ所の自主防災組織ができているところです。 

          いずれにいたしましても、設立時に必要な費用に対する補助制度等

を含め、継続的な支援をさせていただきたいと考えております。 

          なお、補償の問題につきましては、災害時における事故では公務災

害補償制度が、また、訓練時における事故では防火防災訓練災害補償

等の共済制度が、それぞれ要件の範囲内で適用することができます。 

          次に、安芸高田市消防音楽隊についてのお尋ねです。この音楽隊は、

ご承知のとおり合併前の旧美土里町にあったものを、安芸高田市にお

いて設置規程を設けて引き継いでいるものです。 

          現在は、消防団員を含む１６名で活動しており、本年度は先のクリ

スタルアージョの竣工記念式典を始め５回の出演をしております。 

 出演に際しましては、費用弁償を支給することで活動を支援してお

り、また、活動中の災害の補償としては、消防団員は団員としての補

償を、団員以外の方は民間の傷害保険に加入しております。 

次に、甲田町における山田婦人消防隊の災害補償の内容についての

ご質問ですが、火災等の災害現場での事故につきましては、消防作業

従事者という位置づけで、公務災害の補償対象となっております。 

 次に、各分庁舎の今後の活用計画についてのお尋ねですが、合併以

来、３つの分庁舎に分散して業務を行ってまいりましたが、第２庁舎

及びクリスタルアージョの完成に伴いまして、１１月からは本庁業務

を１カ所で行うことができるようになりました。 

          行政機能を集中することで、市民の利便性に寄与できるものと期待

しているところです。 

          使用しておりました各分庁舎につきましては、引越しが完了しまし
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た１０月末日をもって、それぞれ閉鎖をしております。今後の各分庁

舎の活用計画につきましては、第１分庁舎は、保健センターとしての

機能を持たせるため、現在、改修工事を発注し年度末完成を目指して

いるところです。 

建設部が入っていました第２分庁舎につきましては、土地建物を民

間から賃借していたもので、これを返還することとしております。 

          また、第３分庁舎、教育委員会が入っていましたところにつきまし

ては、老朽化が著しいことから、来年度で解体することにしておりま

す。 

          以上、よろしくご理解を賜りますようにお願いを申し上げます。 

○松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          再質問ありますか。 

          １５番 入本和男君。 

○入 本 議 員   本日市長の方から重大発言を聞いて、我々ここで市長とともに安芸

高田市を輝くまちづくりを目指してきました一人としまして、寂しい

思いがするとともに、こうした意見交換ができたことを、甲田町時代

から高宮町の町政に見習おうと努力してきた私としては、今日の戦い

が、戦いといっては失礼ですが、意見交換がむだでなかったことを今

心に秘めておるわけです。 

          市長とされましては、２０年度の予算が安芸高田市の方向づけにな

ろうかと思っています。そういう意味を含めまして、ハードからソフ

トと言われましたように、内部の歳出が占める部分がたくさん出て、

市民から苦情の受ける状況の予算になるかと思いますが、しかしなが

ら先ほど消防の関係で申しました、分団につきましては、高宮・美土

里が非常に積載車の台数が、他町に比べて遅れておると、しかしなが

ら北分駐所ができ、時代の流れで救急車の配備もされたのも事実です。 

          減額するところを減額し、充当するところは十分充当されて、市民

の安心安全というものの位置づけにも市民が理解できるような政策を

していただき、予算反映にしていただきたいと思います。 

          特に少子高齢化の中で、若者定住、子育て支援、高齢者の生活交通

の整備、農業施策による集落営農の活力、また支所の充実を再構築さ

れまして、市民が納得できる予算編成を期待するものです。 

          最後の最後まで全力を尽くすと言われた言葉の中には、大きな重み

を私も感じておるわけです。 

ぜひ中電の跡地については、返還ということでしたが、このたび少

年自然の家を改築することにあたり、民俗資料の整備が残っておりま

す。少年自然の家の運営を生かすためにも、私は有効な投資ではない

かと思います。中電も言ってみれば公な民間企業であります。 

最後の頼みと市長さんが言われるのも非常に卑怯な手口かもしれま

せんが、ぜひ歴史文化資料というものは、後世に残す我々の義務もあ

ろうかと思います。その点を踏まえて、残りの予算編成に全力を傾け
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て我々も３月の審査に向かいたいと思います。 

以上、申し述べましたことを要望して、私の質問を終わります。 

○松 浦 議 長   再質問に対し、答弁を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   一言、今、入本議員さんから大変ありがたいお言葉をいただきまし

た。 

          実は、この建設部が入っておりました第２分庁舎の建物と敷地です

が、これは吉田の資料館のすぐ隣にありますので、資料館も手狭にな

って倉庫もないということは、よく聞いてわかりますが、何分この建

物と敷地を合わせて、初めは１億ぐらいと中電は言われていましたが、

今は７千万ちょっとぐらいまで下がっています。買う交渉をしたわけ

ではありませんが、初めは、市役所は買うといって借りたのではない

かといって、中電も言われるのです。言われますが、銭がないので、

勘弁してくださいと、もう戻しますということで、今話を、大体中電

も仕方がないかなというところまではいっておりますが、我々として

は資料館のすぐ隣にあるので、何か有効に使える手立てはないかなと、

そうかといってももう合併特例債の対象にはならず、全部単市費で買

わなければいけないので、そこらは大変ありがたい言葉をいただきま

したが、今では中電に、銭がないから買うのは断るというように話を

しておる段階ですが、我々としては、できればという気持ちもあるの

はありますが、無理は言われないというように考えております。ちょ

っとそこらの経過を報告しておきます。 

○松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

これをもって入本和男君の質問を終わります。 

以上で、一般質問を終了いたします。 

これをもって本日の日程を終了いたし、散会いたします。 

議事の都合により、明日１４日から２０日までを休会といたし、次

回は２１日午後１時３０分に再開をいたします。 

大変ご苦労でございました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ２時４３分 散会 
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